
Day 6  July 28 (Mon) 
 
快晴。今朝は車の窓が凍っていましたが、日中は１３℃まで気温が上がりました。こち

らに来てからずっと天候に恵まれています。 
４日目、５日目。ホストファミリーと過ごした週末は充実していたようです。「農場に連

れて行ってもらいました」「ラグビーを観ました」「市内観光をしました」「スキーに行きま

した」と嬉しそうに話していました。体調を崩している生徒もおらず一安心です。忙しい

一週間ですが頑張っていきましょう。 
Period１～３は授業。NZ の生徒は授業中に積極的

に発言します。本校の生徒は「too polite」もう少し

積極的に生徒や先生に関わってくれるといいのです

が・・・。今週の課題です。 
アッシュバートンカレッジの授業には「ドラマ」

や「hospitality」など所北にはない授業も多くあり

ます。「とにかくアクティブに動く授業で驚きました

が、言葉は通じにくくても、表情や動きで伝え合う

ことができることに感動しました。」（「ドラマ」の授

業に参加した生徒） 
午後は Rosebank という老人ホームを訪問しました。校

歌や「よさこい」を披露した後に、一人一人がお年寄りの

方々と会話を楽しんだり、折り紙、けん玉、あや取りを教

えたりと交流を持ちました。その後、「花は咲く」を歌い、

最後に「蛍の光」を歌ってお別れしました。「蛍の光」

は”Auld Lang Syne”というスコットランド民謡が原曲で

すので、みなで手をつないでの合唱となりました。また、

「花は咲く」の紹介をする生徒が、東日本大震災とクライ

ストチャーチの震災について触れた時には、感情が抑えら

れずに嗚咽を漏らすお年寄りもいました。両国がうけた震災による傷痕、そしてそこから

立ち上がる気持ちをこめた歌声に国境も世代も超えた繋がりを感じた生徒も多かったので

はないでしょうか。 
この訪問もきっと忘れることの出来ない良い思い

出となると思います。 
「つたない英語をやさしくじっと目を見ながら言い

てくれ、温かさを感じました。「蛍の光」を歌った時、

お年寄りも、私たちも手を握り合っていたのですが、

言語が違っても心は通じ合うんだと実感しました。短

い間でしたが訪問

できて本当に良か

ったです。」（「蛍の

光」を紹介した生徒） 
 
 
明日はリンカーン大学を訪問します。 
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